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平成20年８月29日
原子力安全対策課
( ２ ０ － ４ ２ )
＜14時記者発表＞

美浜発電所３号機の第２３回定期検査開始について

このことについて、関西電力株式会社から下記のとおり連絡を受けた。

記

美浜発電所３号機（加圧水型軽水炉；定格電気出力８２．６万kW）は、

平成20年９月１日から約３カ月の予定で第２３回定期検査を実施する。

検査を実施する主な設備は次のとおりである。

(1) 原子炉本体

(2) 原子炉冷却系統設備

(3) 計測制御系統設備

(4) 燃料設備

(5) 放射線管理設備

(6) 廃棄設備

(7) 原子炉格納施設

(8) 非常用予備発電装置

(9) 蒸気タ－ビン

問い合わせ先(担当：内園)

内線2354・直通0776(20)0314
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１ 主要工事等

（図－１参照）(1) 耐震裕度向上工事

既設設備の耐震性を一層向上させるため、原子炉冷却系統の配管、格

納容器排気系統のダクト、電気計装盤類などの支持構造物を強化する。

（図－２参照）(2) 高サイクル熱疲労割れに係る改善工事

国内外ＰＷＲプラントにおける高サイクル熱疲労割れ（温度揺らぎに

よる疲労）を踏まえ、ＡおよびＢ余熱除去冷却器バイパスライン合流部

の配管２箇所について、高温水と低温水が合流部で衝突している形状か

ら、低温水の流れに高温水が流れ込む（合流型）形状に変更し、熱疲労

を抑制するとともに、応力集中が小さい溶接形状に変更する。

また、Ａ余熱除去系統入口部１箇所について、熱疲労を抑制するため

配管ルートを変更する。

（図－３参照）(3) 加圧器安全弁他取替工事

加圧器安全弁（全３台）について、保守性向上の観点から、輸入弁か

ら部品調達が容易な国産弁に取り替える。

なお、取替後の弁は、弁体の位置が従来弁に比べ高くなるなど外形全

体が大きくなることから、弁を接続する出入口配管を取り替える。

２ 設備の保全対策

（図－４参照）(1) ２次系配管の点検等

関西電力㈱の定めた「２次系配管肉厚の管理指針」に基づき、２次系

配管 1,122 箇所について超音波検査(肉厚測定)等を実施する。(超音波

検査 1,090 箇所、内面目視点検 32箇所）

また、過去の点検において減肉が確認された部位20箇所、配管取替時

の作業性を考慮した部位19箇所、今後の保守作業を考慮した部位239箇所、

合計278箇所について耐食性の優れたステンレス鋼の配管に取り替える。

３ 燃料取替計画

燃料集合体全数 157 体のうち、69 体（うち60体は新燃料集合体で

55,000MWd/t高燃焼度燃料）を取り替える予定である。

４ 運転再開予定

原子炉起動・臨界 ： 平成20年11月上旬

発電再開（調整運転開始） ： 平成20年11月中旬

定期検査終了（営業運転再開）： 平成20年12月上旬



図－１　耐震裕度向上工事

　

工事概要

 　既設設備の耐震性を一層向上させるため、原子炉冷却系統の配管、格納容器排気系統のダクト、
電気計装盤類などの支持構造物を強化する。
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　図－２　高サイクル熱疲労割れに係る改善工事

　国内外ＰＷＲプラントにおける高サイクル熱疲労割れ（温度揺らぎによる疲労）を踏まえ、ＡおよびＢ余熱除去冷
却器バイパスライン合流部の配管２箇所について、高温水と低温水が合流部で衝突している形状から、低温水の
流れに高温水が流れ込む(合流型)形状に変更し、熱疲労を抑制するとともに、応力集中が小さい溶接形状に変
更する。
　また、Ａ余熱除去系統入口部１箇所について、熱疲労を抑制するため配管ルートを変更する。
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図－３　加圧器安全弁他取替工事

　
　加圧器安全弁（全３台）について、保守性向上の観点から、輸入弁から設備の部品調達が容
易な国産弁に取り替える。
　なお、取替後の弁は、弁体の位置が従来弁に比べ高くなるなど外形全体が大きくなることか
ら、弁を接続する出入口配管を取り替える。
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図－４　２次系配管の点検等

今定期検査において、合計１,１２２箇所について超音波検査（肉厚測定）等を実施する。
　　＜超音波検査（肉厚測定）：１,０９０箇所、内面目視点検：３２箇所＞

　

点検概要

○２次系配管肉厚の管理指針に基づく内面目視点検
　　高圧排気管の直管部３２箇所について、配管内面から目視点検を実施する。
　　その結果、配管内面に減肉が認められれば、超音波検査（肉厚測定）を実施する。

○２次系配管の管理指針に基づく超音波検査（肉厚測定）部位

取替概要

系統別概略図

○過去の点検において減肉が確認された部位２０箇所、配管取替時の作業性を考慮した
　　部位１９箇所、今後の保守性を考慮した部位２３９箇所、合計２７８箇所を耐食性に優れた
　　ステンレス鋼の配管に取り替える。

【取替理由】

① 余寿命１０年未満で減肉が確認
　　されたため取り替える。　（２０箇所）

　　 炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼   ２０箇所
 
②上記①の配管取替時の作業性を考慮し
て
　　取り替える。（１９箇所）

　　 炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼   １９箇所
　
③ 今後の保守性を考慮して取り替える。
　  （２３９箇所）

　　 炭素鋼 ⇒ ステンレス鋼  　２３９箇所
 
　　　　　　　　　　　　　 （合計　２７８箇所）
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主要点検部位 1,563 0 935 0
その他部位 1,496 0 155 0

合　計 3,059 0 1,090 0

今回点検実施後
の未点検部位

今回点検実施部位
「２次系配管肉厚の管理
指針」の点検対象部位

今回定期検査
開始時点での
未点検部位

（参考）
　保安院の指示文書（平成19年11月）で示された方法による余寿命評価結果を踏まえ、今定期検査
において、22箇所を肉厚測定し、2箇所の配管を取り替える。



美浜発電所３号機 第２３回定期検査の作業工程 

 

平成２０年９月１日から約３ヶ月の予定であり、以下の作業工程にて実施します。 

                                

                            （平成２０年８月２９日現在） 

平成２０年１０月平成２０年　９月 平成２０年１１月 平成２０年１２月

主

要

工

程

１次冷却材系統降温

１次系弁・ポンプ点検等

燃料取出 燃料装荷

出力上昇試験解列（９月１日）

総合負荷性能検査
（12月上旬の予定）

並列
（11月中旬の予定）

原子炉容器開放

起動試験

２次系配管点検および取替

起動前弁点検

１次冷却材系統漏えい検査

原子炉容器組立

:主要作業予定

:その他作業予定

 

 

（参考）高経年化対策として実施する主な作業 

   

○脱気器およびグランド蒸気復水器検査 

グランド蒸気復水器の胴板およびＢ脱気器の蒸気噴出管について、急激な腐食進行により

機器の健全性に影響を与える可能性はないと評価しているが、その評価の妥当性を確認する

ため代表部位について肉厚測定を実施し板厚を確認する。 

 

 ○燃料ピットクレーンロッキングカム検査 

   燃料ピットクレーンについて、燃料をつかむフィンガはロッキングカムとの連携により

動作するが、連携部分はこすれにより摩耗する可能性があるため、フィンガとロッキング

カムとの隙間計測を行い、これらの機能に係る健全性を確認する。 

 

以上 
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（参考） 
 

美浜発電所 3 号機の高燃焼度（55,000MWd/t）燃料の使用計画に係る経緯 
 
 
平成１５年６月 ６日  関西電力株式会社は、県および美浜町に安全協定に

基づく｢事前了解願い｣を提出 
 
  〃  ７月２８日  県および美浜町は、国への手続きについて了承 

関西電力株式会社は、国に原子炉設置変更許可を 
申請 

 
平成１６年１月１６日  関西電力株式会社は、国に原子炉設置変更許可申請

の一部補正を実施 
 
  〃  １月３０日  経済産業大臣から原子力委員会および原子力安全委

員会に対して諮問 
 
  〃  ３月２９日  原子力安全委員会より経済産業大臣に対して答申 
 
  〃  ３月３０日  原子力委員会より経済産業大臣に対して答申 
 
  〃  ４月１５日  経済産業省は関西電力株式会社に対し、原子炉設置

変更許可 
 
平成１９年３月 ８日  関西電力株式会社は、県および美浜町に安全協定に

基づく｢事前了解願いの変更連絡書｣（装荷時期の変

更）を提出 
 
  〃  ６月１４日  県および美浜町は、関西電力株式会社に対し、安全

協定に基づき事前了解 
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